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見附町の平塚二葉幼稚園に飾られている肖像画。子ども
たちを優しく見守るようにほほ笑む人物は、園の創設者
である比企キヨだ。明治〜昭和の時代を生きた彼女は、
地域、女性・子どものために生涯を尽くした。

今つくった
女性
たち

を
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年

出
来
事

18821903191119231924 1877
比
企
キ
ヨ
、二
宮
で
生
ま
れ
る

戸
倉
ヤ
マ
、平
塚（
寺
田
縄
）で

生
ま
れ
る

ヤ
マ
、
東
京
音
楽
学
校
で
の

日
本
人
に
よ
る
初
の
オ
ペ
ラ

上
演
で
、
主
演
を
務
め
る

1906
富
田
レ
イ
、
平
塚（
真
田
）で

生
ま
れ
る

キ
ヨ
、比
企
喜
代
助
と
結
婚

キ
ヨ
、
受
洗
す
る

1920
ヤ
マ
、女
子
学
習
院
教
授
に
任

官
。後
の
香
淳
皇
后
を
教
え
る

関
東
大
震
災

平
塚
初
の
幼
稚
園
、平
塚
二
葉

幼
稚
園
開
設
（
キ
ヨ
は
園
長
）

1929
富
田
省
造
が
平
塚
幼
稚
園
を

設
立
。
レ
イ
も
設
立
に
参
加

1899
ヤ
マ
、東
京
音
楽
学
校
（
現
在

の
東
京
藝
術
大
学
）へ
入
学

自
分
ら
し
く
生
き
抜
い
た

近
代
平
塚
の

女
性
た
ち

　
市
博
物
館
の
人
物
を
扱
う
特
別

展
で
女
性
史
を
取
り
上
げ
る
の
は

今
回
が
初
で
す
。「
歴
史
の
教
科
書

な
ど
を
見
る
と
、
男
性
中
心
で
女

性
の
歴
史
は
埋
も
れ
て
い
る
印
象

を
受
け
ま
す
」と
市
博
物
館
学
芸

員
の
早
田
旅
人
さ
ん（
左
下
写
真
）。

「
社
会
の
た
め
に
行
動
し
、
今
に

つ
な
が
る
基
礎
を
つ
く
っ
た
女
性

た
ち
が
い
ま
す
。
特
別
展
で
は
、

新
し
い
視
点
で
、
よ
り
豊
か
な
人

物
史
を
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
」。

▼
地
元
研
究
団
体
と
協
力

　
今
回
は
博
物
館
と
平
塚
人
物
史

研
究
会
の
共
催
で
、
さ
ら
に
須
賀

史
談
会
・
四
之
宮
郷
土
史
同
好
会

の
特
別
協
力
も
得
て
開
か
れ
る
。

早
田
さ
ん
を
含
む
総
勢
10
人
で
、

　
博
物
館
の
春
期
特
別
展
「
近
代
ひ
ら
つ
か
の
女
性
た
ち
」が
、

３
月
22
日（
土
）か
ら
始
ま
る
。
今
年
は
昭
和
50（
１
９
７
５
）

年
に
国
際
連
合
が
「
国
際
女
性
年
」
を
宣
言
し
て
50
年
。こ
の

節
目
に
、特
別
展
で
は
、明
治
～
昭
和
の
時
代
を
自
分
ら
し
く

生
き
抜
い
た
、平
塚
ゆ
か
り
の
女
性
10
人
の
足
跡
を
た
ど
る
。

今
号
で
は
、そ
の
中
か
ら
３
人
の
女
性
を
紹
介
す
る
。

問　

博
物
館
☎
33
︱
５
１
１
１

　明治10（1８７７）年に現在の二宮町中
里で生まれる。旧姓・水島。父は民
権家で、23（1８90）年に県議会が廃

はい

娼
しよう

案を可決した時の議長だった、
水島保

やす

太
た

郎
ろう

。2５歳のときに開業医の
比企喜代助と結婚。これを機に平塚
市へ。昭和3７（19６2）年没、８4歳。

令
和
６
年
１
月
か
ら
会
議
を
重
ね

て
き
た
。紹
介
す
る
女
性
10
人
は
、

以
前
か
ら
研
究
が
進
ん
で
い
た
人

の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。

　
各
人
物
の
担
当
者
を
決
め
、
深

く
調
査
し
取
材
を
進
め
た
結
果

が
、
特
別
展
で
は
見
ら
れ
る
。「
地

域
に
根
付
い
て
活
動
す
る
皆
さ
ん

だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
人
脈
で
、

か
な
っ
た
取
材
も
あ
り
ま
し
た
。

地
元
な
ら
で
は
の
強
み
を
生
か
し

た
展
示
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
早

田
さ
ん
。
自
身
の
専
門
外
の
部
分

を
カ
バ
ー
し
て
も
ら
え
た
だ
け
で

な
く
、
１
人
で
は
調
査
し
き
れ
な

い
人
数
の
紹
介
が
実
現
し
た
と
話

す
。「
こ
の
10
人
を
ス
タ
ー
ト
に
、

平
塚
の
女
性
史
の
研
究
が
も
っ
と

展
開
し
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

特
別
展
が
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
」と
期
待
を
込
め
る
。

　
平
塚
人
物
史
研
究
会
で
は
、
平

塚
ゆ
か
り
の
明
治
～
昭
和
の
時
代

を
生
き
た
人
物
の
功
績
を
、
男
女

問
わ
ず
研
究
し
、
伝
え
て
い
く
活

動
を
し
て
い
ま
す
。会
員
は
６
人
。

各
自
興
味
あ
る
人
物
の
足
跡
を
た

ど
り
、伝
記
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
当
会
と
特
別
協
力
の
須
賀
史
談

会
や
四
之
宮
郷
土
史
同
好
会
の
３

人
に
と
っ
て
、
特
別
展
で
扱
う
女

性
史
研
究
は
専
門
で
は
な
い
た

め
、「
女
性
史
の
視
点
で
記
す
」こ

と
は
新
た
な
挑
戦
で
し
た
。
県
の

女
性
史
編
さ
ん
や
各
地
域
で
積
み

重
ね
ら
れ
て
い
た
研
究
な
ど
を
基

礎
に
、
取
材
と
調
査
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
快
く
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
ご
家
族
や
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
、
貴
重
な
資
料

や
お
話
を
特
別
展
で
紹
介
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
半
ば
か
ら
、
富
国
強

兵
を
進
め
る
た
め
の
政
策
が
、

次
々
に
強
化
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭

と
い
う
固
定
的
な
性
別
で
の
役
割

分
担
。
女
性
が
人
と
し
て
生
き
る

権
利
を
著
し
く
制
限
さ
れ
た
中

で
、
自
分
ら
し
く
生
き
抜
い
た
10

人
の
生
涯
を
、
ぜ
ひ
特
別
展
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

女
性
史
の
視
点
で
記
す

　
比
企
キ
ヨ
は
、
富
国
強
兵
が
進

む
時
代
で
蔑

な
い
が
しろ

に
さ
れ
て
き
た

女
性
や
子
ど
も
が
、
尊
重
さ
れ
る

世
を
目
指
し
て
奔
走
し
続
け
た
人

物
だ
。
地
域
の
風
紀
粛
正
や
廃
娼

運
動
の
他
、
平
塚
初
の
幼
稚
園
創

設
と
そ
の
経
営
に
生
涯
を
尽
く
し

た
。
キ
ヨ
の
展
示
を
担
当
し
た
星

賀
さ
ん
は
、「
民
権
家
の
お
父
さ
ん

の
元
で
養
わ
れ
た
自
主
自
立
の
精

神
と
、
並
外
れ
た
行
動
力
を
持
っ

た
方
で
す
」と
話
す
。

▼
良
き
理
解
者
と
共
に

　

キ
ヨ
は
明
治
36（
１
９
０
３
）

年
、
平
塚
で
内
科
医
を
し
て
い
た

比
企
喜
代
助
と
結
婚
。
42（
１
９

０
９
）年
、
医
院
の
近
く
に
日
本

美み

普ふ

教
会
の
平
塚
講
義
所
が
で
き

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
キ
ヨ
は
教

会
に
通
い
、
44（
１
９
１
１
）年
に

キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
た

（
受
洗
）。大
正
５（
１
９
１
６
）年
、

講
義
所
が
平
塚
美
普
教
会
に
な
る

と
、
役
員
と
し
て
教
会
堂
の
建
設

な
ど
に
尽
く
し
た
。
喜
代
助
は
受

洗
し
な
か
っ
た
が
、
キ
ヨ
の
良
き

理
解
者
と
し
て
、
教
会
で
の
活
動

を
全
面
的
に
支
え
て
い
た
。
2
人

で
協
力
し
て
禁
酒
を
訴
え
、
キ
ヨ

は
廃
娼
運
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。

▼
平
塚
初
の
幼
稚
園
を
開
設

　
大
正
12（
１
９
２
３
）年
の
関
東

大
震
災
で
、
キ
ヨ
は
脊
柱
を
痛
め

不
屈
の
闘
志
と
行
動
力

る
ほ
ど
の
重
傷
を
背
中
に
負
っ

た
。
し
か
し
、
自
身
の
療
養
よ
り

も
優
先
し
た
の
が
幼
児
教
育
だ
っ

た
。
復
興
の
陰
で
見
過
ご
さ
れ
た

幼
児
を
憂
い
、
半
壊
し
て
い
た
教

会
堂
で
重
要
性
を
訴
え
続
け
た
。

　
震
災
の
翌
年
に
は
、
平
塚
初
の

幼
稚
園
と
な
る
平
塚
二
葉
幼
稚
園

（
教
会
付
属
）を
開
い
た
。
キ
ヨ
は

そ
こ
か
ら
35
年
間
、
園
長
と
し
て

経
営
の
安
定
に
腐
心
す
る
こ
と
に

な
る
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
た

翌
年
、
園
医
を
引
き
受
け
て
い
た

平塚二葉幼稚園の第１回
卒園式（１925年・比企清名誉
園長追憶文集『清き香り』）

喜
代
助
が
つ
い
に
受
洗
。
現
在
の

見
附
町
へ
の
園
舎
建
設
や
教
会
堂

の
新
築
な
ど
を
、
喜
代
助
が
け
ん

引
し
て
い
っ
た
。

▼
戦
時
下
の
統
制
と
戦
後

　

戦
時
の
統
制
で
は
幼
稚
園
で

も
、
軍
国
主
義
・
国
家
主
義
が
強

要
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
ヨ

は「
敵
性
国
家
の
宗
教
」を
信
仰
す

る
者
と
見
な
さ
れ
監
視
の
目
も
強

ま
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
の
中

で
も
、
容
認
で
き
な
い
や
り
方
で

の
戦
争
協
力
は
し
な
い
決
意
を
貫

い
た
。
一
番
の
理
解
者
で
支
援
者

の
喜
代
助
を
病
で
亡
く
し
た
後

も
、
キ
ヨ
は
自
分
ら
し
く
生
き
続

け
た
。「
成
す
べ
き
こ
と
は
す
べ
て

終
わ
り
」と
言
い
置
き
、
昭
和
37

（
１
９
６
２
）年
、
最
後
ま
で
力
を

注
い
だ
平
塚
教
会
の
幼
稚
園
に
て

見
送
ら
れ
た
。
キ
ヨ
が
築
き
上
げ

た
幼
児
教
育
の
場
は
、
令
和
6
年

に
創
立
100
周
年
を
迎
え
て
い
る

（
１
面
）。

平塚二葉幼稚園。右側は
日本基

キリスト
督教団平塚教会

（１958年・二宮純子氏蔵）

平
塚
人
物
史
研
究
会
　
星ほ
し

賀が

典
子
代
表

特別展に向け、博物館で図録
の内容への議論を重ねる早田
さんを含む１0人

　

各
人
物
の
記
事
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
に
配
慮
し
、

資
料
と
表
現
を
変
更
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

１955年ころ（森光世氏蔵）

女性と子どもの
ために尽くした
地域活動家

比企キヨ
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1930
キ
ヨ
、
有
志
と
遊
郭
再
建
反

対
運
動
を
展
開

（
日
本
基
督
教
婦
人
矯
風
会
平

塚
支
部
長
を
務
め
る
）

1933
富
田
夫
妻
、
平
塚
幼
稚
園
に

託
児
所
を
併
設
し
、
平
塚
保

育
園
に
変
更

1940
富
田
夫
妻
、農
繁
期
託
児
所

を
開
設

1943
農
繁
期
託
児
所
が
平
塚
第
１

戦
時
保
育
園
（
現
在
の
柳
町

保
育
園
）
に
な
る
。
茅
ケ
崎

戦
時
保
育
園
も
開
設

1965
湘
南
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

レ
イ
、
園
長
兼
理
事
長
。
児

童
養
育
相
談
所
・
診
療
所
を

併
設
。
乳
児
保
育
を
始
め
る

1953
社
会
福
祉
事
業
法
に
よ
り

平
塚
保
育
園
が
法
人
に
な
る
。

レ
イ
、
園
長
兼
理
事
長
。

明
石
町
保
育
園
を
開
設

1945
7
月
に
平
塚
大
空
襲

8
月
に
終
戦

1962
キ
ヨ
永
眠

1966
ヤ
マ
永
眠

1975
国
際
女
性
年

1969
レ
イ
、
横
内
保
育
園
を
開
設

1977
レ
イ
、統
合
保
育
の
実
践
の
場

と
し
て
高
村
保
育
園
を
開
設

1944
省
造
が
亡
く
な
り
、
レ
イ
が

園
長
を
引
き
継
ぐ

2005
レ
イ
永
眠

1999
レ
イ
、理
事
長
を
辞
任
。

1956
香
淳
皇
后
、
ヤ
マ
と
の
再
会

を
新
年
の
歌
に
す
る

1941
太
平
洋
戦
争
開
戦

　明治1５（1８８2）年に現在の寺田縄
で生まれる。旧姓・吉

きつ

川
かわ

。東京音
楽学校（現・東京藝

げい

術
じゆつ

大学音楽学
部）卒業。卒業後は同校助教授な
ど教育者の道へ。41（190８）年に平
塚市岡崎の会社員、戸倉保三と結
婚。昭和41（19６６）年没、８3歳。

　明治39（190６）年、現在の真田で
生まれる。旧姓・上野。夫の富田
省造が創設した平塚幼稚園を継承
して湘南福祉センターを築いた。
国から昭和42（19６７）年に藍

らん

綬
じゆ

褒
ほう

章
しよう

、５1（19７６）年に勲六等宝冠章を
受章。平成1７（200５）年没、99歳。

地域福祉の
拠点を作った
社会事業家

日本人初の
オペラ上演で
主演した教育者

　
明
治
36（
１
９
０
３
）年
７
月
23

日
、
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
で
、

日
本
人
に
よ
る
初
め
て
の
オ
ペ
ラ

「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
」（
グ
ル
ッ
ク
作

曲
）が
上
演
さ
れ
た
。歌
唱・演
技・

照
明
・
舞
台
の
ほ
ぼ
全
て
を
有
志

の
学
生
で
創
り
上
げ
た
オ
ペ
ラ
。

観
客
が
関
係
者
や
招
待
さ
れ
た
人

に
限
ら
れ
た
も
の
の
、
公
演
は
大

盛
況
に
終
わ
る
。
新
聞
な
ど
に
は

称
賛
の
声
が
残
っ
て
い
る
。
し
か

し
当
時
は
、
男
女
が
舞
台
上
で
恋

物
語
を
演
じ
る
こ
と
が
、
問
題
視

さ
れ
た
時
代
。
大
学
の
年
報
に
は

一
切
記
載
は
な
い
。

　
そ
し
て
、
後
に
世
界
で
活
躍
す

る
柴
田（
三
浦
）環
も
い
た
こ
の
舞

台
で
主
演
を
務
め
た
の
が
、
当
時

21
歳
の
吉
川（
戸
倉
）ヤ
マ
だ
っ

歩
ん
だ
音
楽
教
育
の
道

地
域
の
た
め
の
保
育
園

　
富
田
レ
イ
は
、
保
育
園
を
拠
点

に
地
域
の
社
会
福
祉
に
取
り
組
ん

だ
人
物
だ
。
特
別
展
で
レ
イ
を
担

当
し
た
杉
園
佐
智
子
さ
ん（
左
写

真
）は
、「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

た
い
、
と
い
う
思
い
が
ず
っ
と
根

底
に
あ
る
方
で
す
」と
紹
介
す
る
。

　

レ
イ
の
幼
児
教
育
へ
の
思
い

は
、
17
歳
で
経
験
し
た
関
東
大
震

災
の
後
、
託
児
所
で
の
奉
仕
活
動

や
自
身
の
療
養
期
間
な
ど
で
芽
生

え
た
も
の
だ
っ
た
。
必
要
な
資
格

た
。
特
別
展
で
ヤ
マ
を
担
当
し
た

鈴
木
美
都
子
さ
ん（
左
写
真
）は

「
３
幕
３
時
間
を
歌
い
上
げ
、
絶

賛
さ
れ
た
歌
は
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら

し
か
っ
た
の
か
。聴
い
て
み
た
か
っ

た
で
す
」と
し
み
じ
み
と
話
す
。

▼
演
者
か
ら
教
育
者
へ

　
卒
業
後
は
、
世
界
へ
進
出
し
舞

台
に
立
ち
続
け
た
三
浦
環
と
は
対

照
的
に
、
ヤ
マ
は
教
育
者
の
道
を

選
ぶ
。
音
楽
教
師
と
し
て
の
34
年

間
、
再
び
表
舞
台
に
上
が
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
ヤ
マ
は
、
若
い
頃

か
ら
日
本
の
音
楽
が
世
界
の
水
準

に
届
く
こ
と
を
、
情
熱
的
に
願
っ

て
い
た
そ
う
。
鈴
木
さ
ん
は
、「
実

力
の
あ
る
方
で
す
が
、
華
や
か
な

舞
台
に
出
る
よ
り
も
、
日
本
の
未

来
を
担
う
人
が
育
つ
こ
と
を
夢
見

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」と
ヤ

マ
の
選
択
を
語
る
。

▼
教
え
子
と
の
再
会
で
注
目

　
ヤ
マ
は
、
母
校
や
学
習
院
で
助

教
授
を
務
め
た
他
、
大
正
７（
１

９
１
８
）年
に
開
校
し
た
、
女
子

学
習
院
で
教
授
を
務
め
た
。
そ
こ

で
後
の
香
淳（
良
子
）皇
后
に
、
音

楽
指
導
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ヤ

マ
は
昭
和
30（
１
９
５
５
）年
に
昭

和
天
皇
と
香
淳
皇
后
が
、
大
磯
を

訪
れ
た
際
に
再
会
。
こ
の
再
会
を

詠
ん
だ
皇
后
の
歌（
４
面
）が
新
聞

に
載
っ
た
こ
と
で
、
ヤ
マ
の
業
績

が
注
目
さ
れ
た
。
家
族
が
日
本
初

の
オ
ペ
ラ
上
演
の
話
を
知
っ
た
の

も
こ
の
と
き
だ
っ
た
そ
う
。
ヤ
マ

は「
私
の
よ
う
な
も
の
を
恩
師
と

い
っ
て
い
つ
ま
で
も
お
忘
れ
な

く
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
」と
語
っ
て
い
る
。
喜
び
の

気
持
ち
か
ら
、
実
家
の
マ
キ
の
若

木
を
母
校
の
金
田
小
学
校
に
寄
贈

し
た
。
現
在
、
金
田
公
民
館
に
移

植
さ
れ
た
木（
右
写
真
）は
、
ヤ
マ

の
よ
う
に
穏
や
か
に
故
郷
を
見

守
っ
て
い
る
。

を
取
り
、
生
涯
、
幼
児
教
育
の
現

場
で
奔
走
し
続
け
た
。

▼『
困
っ
た
』に
応
え
た
い

　
昭
和
４（
1
９
２
９
）年
、
レ
イ

は
富
田
省
造
と
平
塚
幼
稚
園
を
設

立
。
５
年
に
２
人
は
結
婚
し
た
。

６
年
に
幼
稚
園
を
移
転
し
た
宮
の

前
は
、
商
家
の
多
忙
な
親
が
多

か
っ
た
。
富
田
夫
妻
は
さ
ま
ざ
ま

な
要
望
に
応
え
る
た
め
、
8
年
に

託
児
所
を
平
塚
幼
稚
園
に
併
設

し
、保
育
園
に
変
え
た
。
当
時
は
、

朝
４
時
に
預
け
た
親
が
、
夜
遅
く

ま
で
迎
え
に
来
ら
れ
な
い
、
と
い

う
の
は
日
常
だ
っ
た
。

　
戦
時
中
も
幼
児
教
育
の
場
を
絶

や
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
資
金
集

め
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
二
つ
の

戦
時
保
育
園
を
開
設
。
し
か
し
省

造
が
亡
く
な
り
、
さ
ら
に
戦
後
の

経
営
は
難
航
し
た
。
そ
の
た
め
一

つ
の
戦
時
保
育
園
を
譲
渡
。
そ
の

中
で
も
レ
イ
は
、
平
塚
保
育
園
と

平
塚
第
1
戦
時
保
育
園（
現
在
の

柳
町
保
育
園
）で
の
保
育
の
場
を

守
り
抜
い
た
。
28（
１
９
５
３
）年

に
は
、
地
域
住
民
の
声
に
応
え
、

明
石
町
保
育
園
を
開
い
た
。

▼
社
会
福
祉
の
先
駆
者

　
昭
和
40（
１
９
６
５
）年
、
現
在

の
湘
南
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

こ
こ
で
は
児
童
養
育
相
談
所
と
診

療
所
を
併
設
し
た
だ
け
で
な
く
、

か
ね
て
ニ
ー
ズ
の
高
か
っ
た「
乳

児
保
育
」を
始
め
た
。
44
年
に
は

市
と
地
域
の
要
望
に
応
え
、
横
内

保
育
園
を
開
い
た
。
杉
園
さ
ん
は

「
地
域
の
た
め
の
保
育
園
と
い
う

思
い
か
ら
、
必
ず
地
域
の
名
前
が

付
い
て
い
ま
す
」と
加
え
る
。

　
ま
た
障
が
い
の
あ
る
子
と
共
に

過
ご
せ
る
統
合
保
育
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
た
レ
イ
。
統
合
保
育
が

認
可
さ
れ
た
高
村
保
育
園
を
、
52

年
、
71
歳
の
と
き
に
開
い
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の「
じ
ょ
う
ぶ
な

身
体
と
や
さ
し
い
心
の
た
め
」と

い
う
レ
イ
の
思
い
を
、
後
を
継
い

だ
人
た
ち
も
大
切
に
し
続
け
て
い

る
。
レ
イ
が
築
い
た
社
会
福
祉
の

拠
点
は
全
て
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の

役
割
を
担
っ
て
い
く
。

４面
特
別
展
で
は
　

人
物
に
ち
な
ん
だ

企
画
も
あ
り
ま
す

富田レイ 戸倉ヤマ

創設当初の高村保育園。
20１8年に新園舎に建て替え
（湘南福祉センター蔵）

左がヤマ。大正末期ころ（戸倉輝子氏蔵）１976年（湘南福祉センター蔵）
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募
　
　
集

応
募
方
法
は

右
　
　
　
　

 

募のある記事は事前に
応募が必要です
必要事項は郵便番号・
住所・氏名（ふりがな）・
電話番号です
受付開始日の記載が
ない場合、3月24日（月）
午前8時30分から、受け
付けます
メ ー ル の 場 合、 @以 下 に、
city.hiratsuka.kanagawa.jpを
付けてください
eの場合、電子申請システム（e

イー
- 

k
カ ナ ガ ワ
anagawa）で応募

できます。右の2
次元コードからも
アクセスできます
市役所への郵便物は、〒254-8686
平塚市役所○○課で届きます

募
応
方
法

み
ん
な
の
ま
ち
情
報
宅
配
便

　
市
の
職
員
が
地
域
団
体
な
ど
に

出
向
い
て
、
事
業
な
ど
を
説
明
し

ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
市
ウ
ェ
ブ
や

各
公
民
館
な
ど
に
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
メ

ニ
ュ
ー
に
な
い
事
業
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
る
案

件
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
市
内
在
住
の
方
で
構
成
す
る
10

人
以
上
の
団
体
。
年
末
年
始
を
除

く
、
希
望
日
の
午
前
９
時
～
午
後

９
時
ま
で
の
２
時
間
以
内
。
会
場 

は
申
込
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
や
各
公
民
館
、
本

館
７
階
の
協
働
推
進
課
☎
21
―
９

６
１
８

21
―
９
７
５
６

kyo
do@

に
あ
る
申
込
書
を
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス・メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
同

課
へ
。

0

個
店
の
販
売
促
進
や
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
構
築
を
支
援
し
ま
す

　
支
援
は
１
回
２
時
間
以
内
。
次

の
条
件
を
全
て
満
た
す
店
舗
。
先

着
順
。
①
大
手
直
営
店
・
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
除

く
、
市
内
で
営
業
し
て
い
る
小
売

業
・
飲
食
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
②
資

本
金
の
額
・
出
資
額
が
５
０
０
０

万
円
以
下
、
ま
た
は
従
業
員
が
小

売
業・飲
食
業
は
50
人
以
下
、サ
ー

ビ
ス
業
は
100
人
以
下
―
な
ど
。

個
店
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣　
年
度

内
に
４
回
以
内
。
６
店
舗
。

Ｅ
Ｃ（
電
子
商
取
引
）サ
イ
ト
構
築

専
門
家
派
遣　
年
度
内
に
５
回
以

内
。
２
店
舗
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
や
本
館
５
階
の
商

業
観
光
課
☎
35
―
８
１
０
７

35

―
８
１
２
５

shokan@

に
あ
る

申
込
書
を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
４
月
１
日

（
火
）か
ら
、
同
課
へ
。

植
物
調
査
講
座

　

市
内
の
里
山
や
水
辺
を
歩
い

て
、
植
物
を
見
分
け
る
力
を
養
い

ま
せ
ん
か
。

　
４
月
19
日
、
５
月
17
日
、
６
月

28
日
の
土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分
。７
～
９
月
に
１
回
、

10
月
と
令
和
８
年
３
月
に
も
開
き

ま
す
。
全
６
回
。
雨
天
中
止
。
平

塚
海
岸
、
湘
南
平
、
土
屋
地
区
な

ど
。
自
身
で
活
動
場
所
ま
で
来
ら

れ
る
中
学
生
以
上
の
方
10
人（
抽

選
・
市
内
在
住
の
方
を
優
先
）。

帽
子
・
飲
み
物
・
筆
記
用
具
。
動

き
や
す
い
服
装
と
靴
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

募　
参
加
者
全
員
の
必
要
事
項
・

年
齢・講
座
名
を
、
は
が
き・フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
令

和
７
年
４
月
４
日（
金
）ま
で
に
、

本
館
５
階
の
環
境
保
全
課
☎
23
―

９
９
６
９

21
―
９
６
０
３

k-
hozen-event@

へ
。

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室

　
投
て
き
運
動
、
短
距
離
走
、
長

距
離
走
、走
り
幅
跳
び
、ミ
ニ
ハ
ー

ド
ル
を
使
っ
た
基
本
練
習
な
ど
を

し
ま
す
。

　
４
月
～
令
和
８
年
３
月
、
全
10

回
。
レ
モ
ン
ガ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
平

塚（
大
原
１
―
１
）。
市
内
在
住
・

在
学
の
小
学
校
４
～
６
年
生
。
３

０
０
０
円
。
第
１
回
は
令
和
７
年

４
月
13
日（
日
）午
前
９
時
～
正

午
。
９
時
か
ら
練
習
が
始
め
ら↓

　20歳を迎える方の代表とし
て、式典の内容や会場の装飾、
パンフレットのデザインなど
運営全般に携わります。5月下
旬から月１回程度、実行委員会
を開きます。会議以外に自主
的に集まって、企画の準備な
どをすることもあります。
　市内在住で平成１7年4月2日
～１8年4月１日生まれの方１0人。
募　件名「平塚市はたちのつどい実行委員会希望」・必要事項・生
年月日を、メールで、令和7年4月１日（火）～１8日（金）に、青少年
課☎7１―5９50 seishonen@へ。

一
生
記
憶
に
残
る
思
い
出
を
つ
く
ろ
う

はたちのつどいはたちのつどい
実行委員になろう実行委員になろう

　さまざまな関連イベントが開かれま
す。女性史の視点で紹介される、平塚ゆ
かりの１0人の生涯を知り、今の時代を考
えてみませんか。家族や関係者からお借
りした、貴重な資料などを展示します。
特別展で紹介する女性たち（生誕順に記
載）　比企キヨ、村井多

た

嘉
か

子
こ

、戸倉ヤマ、
上原とめ、濱

は ま

田
だ

イシ、盛キヨ子、村井米
子、清

き よ

田
た

華、富田レイ、沖津くら。
　展示の最後では、女性史をたどれる書
籍を閲覧できます。ぜひ、ご覧ください。

問　博物館☎33−5１１１

近代ひらつかの
女性たち

3月22日（土）～5月18日（日）

博物館特別展示室戸
倉
ヤ
マ
の
関
連
展
示
。香
淳
皇
后
の
新
春
の
歌
。「
ま
な

び
や
に
は
げ
み
し
頃
を
思
ひい

出い

で
て　

な
つ
か
し
く
見
る
老

ひ
し
師
の
君
」と
皇
后
が
詠
ん
だ
歌
を
、ヤ
マ
自
身
が
短
冊

に
し
た（
戸
倉
輝
子
氏
蔵
）

■ 特別展記念講演会　神奈川の女性史
　講師にノンフィクション作家で女性史研究者の江

え

刺
さ し

昭子さんを迎
え、近代神奈川の女性史の流れを学びます。3月2９日（土）午後2時～3
時30分。80人（当日先着順）。

■ 展　示　解　説　
　図録(右画像)で各人物の執筆を担当し
た平塚人物史研究会会員らが解説しま
す。3月23日（日）・5月１0日（土）、午後2
時～3時。

■ 関　連　展　示
　会期中、「ジェンダー平等のあゆみ」を
パネルで紹介します。市人権・男女共同
参画課による展示です。特別展示室前。

■ 戸倉ヤマ×プラネタリウム
　戸倉ヤマにちなんだイベントです。音楽と共にプラネタリウムを楽
しみませんか。
　プラネタリウム室。当日先着順。各開催日の午前９時から博物館の
受付で整理券を配ります（１人5枚まで）。

★プラネタリウム・ミニコンサート　戸倉ヤマの歌の道
　曲目は、明治時代に初めて作られた子どものための唱歌や、日本人
初のオペラ「オルフォイス」公演で戸倉ヤマらが歌った二重唱などで
す。4月１９日（土）午後3時30
分～4時30分。60人。

　戸倉ヤマが主演した演目
「オルフェオとエウリディー
チェ」を含む、ギリシア神話
をモチーフにした楽曲を聞
きながら、関連する星座を
紹介します。4月20日（日）午
後3時30分～4時20分。70人。
200円、１8歳未満と65歳以上
の方は無料。65歳以上の方
は年齢が分かるものをお持
ちください。

春期
特別展

★星空音楽館
　ギリシア神話の世界
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